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藤井達吉「千本松原と富士」(個人蔵)

沼津在住時の作品。同じ下宿先にいた学生に贈ったもの。紙も藤井自身が漉いた。
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藤
井
達
吉
と
沼
津

藤
井
達
吉
は
、
明
治
十
四
年

（
一
八

八

一
）
、
碧
海
郡
棚
尾
村

（現
愛
知
県

碧
南
市
）
に
生
ま
れ
、
大
正
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
の
日
本
の
工
芸
の
近
代

化
に
多
大
な
役
割
を
果
た
し
、
「近
代

工
芸
の
先
駆
者
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

独
学
で
研
究
し
制
作
し
た
活
動
は
、
七

宝
、
金
工
、
木
工
、
染
織
な
ど
の
工
芸

全
般
や
日
本
画
な
ど
幅
広
い
も
の
で
あ

っ
た
が
、
作
家
と
し
て
の
藤
井
の
活
動

の
特
徴
は
、
自
身
の
作
品
を
制
作
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
工
芸
の
地
位
向
上
や

地
場
産
業

・
伝
統
工
芸
の
振
興
に
力
を

傾
注
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
藤
井
が
工

芸
作
家
と
し
て
芸
術
界
で
名
を
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
「工
芸
」
は
芸
術

・

美
術
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
職
人
芸
の
ひ

と
つ
と
し
て
し
か
見
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。明

治
三
八
年
、
上
京
し
て
美
術
工
芸

作
家
と
し
て
活
動
を
始
め
、
大
正
元
年

（
一
九

一
二
）
に
は
、
前
衛
的
な
芸
術

家
の
団
体

「ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
」
創
立
時

に
た
だ

一
人
の
工
芸
家
と
し
て
参
加
し
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た
。
文
展

（現
在
の
日
展
）
に
Ｉ
芸
部

門
を
設
置
し
よ
う
と
奔
走
し
た
り
も
し

た
が
、
周
囲
と
の
軋
蝶
か
ら
体
を
病
み
、

こ
の
頃
、
東
京
で
漢
方
医
塩
崎
靖
と
知

り
あ

つ
た
。

藤
井
と
沼
津
と
の
関
わ
り
は
、
昭
和

三

一
年

（
一
九
五
六
）

一
月
頃
、
七
十

五
歳
の
と
き
移

つ
て
き
た
と
こ
ろ
に
あ

る
。
故
郷
碧
南
市
に
美
術
館
の
寄
付
を

申
し
出
た
の
に
実
現
せ
ず
、
ま
た
愛
知

県
総
合
芸
術
研
究
会

の
麻
り
上
が
ら
な

い
動
向
に
失
望
し
た
藤
井
が
東
京

へ
の

転
居
先
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
塩
崎

靖
が
沼
津
の
塩
崎
家
の
屋
敷

（現
沼
津

市
松
下
町
）

へ
の
転
居
を
勧
め
、
こ
れ

を
受
け
入
れ
た
。

沼
津
で
の
居
宅
は
塩
崎
家
屋
敷
内
の

上
蔵
を
改
造
し
た
も
の
だ

っ
た
。
同
じ

く
塩
崎
家

の
屋
敷
内
に
下
宿
し
て
い
た

学
生
が
、
ひ
つ
そ
り
と
暮
ら
す
藤
井
を

誘

っ
て
、
岡
宮

の
光
長
寺
な
ど
の
市
内

の
古
利
を
案
内
し
た
。
藤
井
は
千
本
松

原
の
海
岸
を
愛
し
、
よ
く
散
歩
に
で
か

け
て
は
、
駿
河
湾
越
し
に
富
士
山
を
眺

め
、
小
原
和
紙
の
ス
ケ
ツ
チ
帖
に
墨
絵

を
描
い
た
と
い
う
。
沼
津
を
離
れ
る
際

に
知
人
に
宛
て
た
書
簡
で
も

「富
士
山

を
心
ゆ
く
ほ
ど
拝
し
満
足
」
と
記
し
て

い
る
。
沼
津
で
の
達
吉
は
周
囲
か
ら
の

雑
音
も
消
え
、
落
ち
着
い
て
制
作
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
瓢
々
と
し
た
感
じ

で

「ま
さ
に
隠
者
の
暮
ら
し
ぶ
り
で
あ

っ
た
」
と
学
生
は
回
想
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
夏
が
近
づ
く
に
つ

れ
て
増
す
ｔ
蔵
特
有
の
か
び
臭
さ
に
辟

易
し
、
同
年
九
月
に
は
知
人
の
つ
て
で

岡
崎
市
井
ノ
ロ
町
に
移

つ
た
。

そ
の
後
、
湯
河
原
、
岡
崎
を

「転
々

浪
々
」
し
な
が
ら
、
病
ん
だ
体
で
制
作

活
動
を
続
け
、
昭
和
三
九
年
八
月
、
岡

崎
市

の
病
院
に
入
院
中
、
心
臓
発
作
で

亡
く
な

っ
た
。
享
年
八
〓
才
。

平
成
二
〇
年
四
月
五
日
、
藤
井
の
生
誕

地
で
あ
る
碧
南
市
に
、
彼
の
名
を
冠
し

た

「碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
」

が
開
館
し
、
藤
井
の
念
願
が
か
な
え
ら

れ
た
。

〈参
考
文
献
〉
市
橋
彰
男

『
知

っ
て
お

き
た
い
岡
崎
の
人
物
伝
』
第
十

一
号
、

情
報
文
化
社
、
二
〇
〇
五
年

ヽ

遠
山
金
四
郎
の
公
用
人
浅
野
従
兵
衛

藤井達吉

(碧南市教育委員会提供)

江
原
素
六
の
母
方
の
大
叔
父
に
浅
野

従
兵
衛
と
い
う
人
物
が
い
た
。
正
確
に

は
、
祖
母
す
み
子
の
妹
の
夫
で
あ
る
。

す
み
子
と
そ
の
妹
は
、
幕
領
代
官
配
下

の
手
付
を

つ
と
め
た
御
家
人
秋
元
利
左

衛
門
の
娘
で
あ

つ
た
。
し
か
し
、
秋
元

家
か
ら
妻
を
迎
え
た
浅
野
は
幕
臣
で
は

な
か

つ
た
。
浅
野
従
兵
衛
は
江
戸
町
奉

行
遠
山
景
元

（金
四
郎

・
左
衛
門
尉
）

の
公
用
人
、

つ
ま
り
直
参
で
は
な
く
旗

本
の
家
臣
で
あ

つ
た
。

浅
野
は
、
「頗
る
資
産
に
富
み
、
又
多

く
の
書
籍
を
蔵
」
し
て
お
り
、
そ
れ
を

江
原
の
た
め
に
開
放
し
、
「若
し
宅
に
な

い
本
で
欲
し
い
と
思
ふ
も
の
が
あ

つ
た

ら
遠
慮
な
く
云
ふ
が
よ
い
、
買
入
れ
て

貸
し
て
や
る
」
と
申
し
出
た
と
い
う
。

ま
た
、
浅
野
の
紹
介
に
よ

つ
て
旗
本
深

津
摂
津
守

（喜
二
郎
）
の
屋
敷
に
出
入

り
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
家
子
弟
の
家

庭
教
師
を

つ
と
め
る
か
た
わ
ら
、
摂
津

守
の
供
を
し
て
上
層
社
会
の
交
際
を
見

聞
き
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
浅

ヽ

野
の
長
男
が
高
弟
と
な

っ
て
い
た
剣
客

斎
藤
弥
九
郎

の
道
場

（神
道
無
念
流

・

練
兵
館
）
に
通
う
よ
う
に
も
な

っ
た
。

家
庭
の
事
情
か
ら
勉
学
の
機
会
に
恵
ま

れ
な
か

っ
た
江
原
少
年
は
、
浅
野
の
好

意
に
よ
り
文
武
の
研
鑽
に

一
層
励
む
と

と
も
に
、
広
い
世
間
を
知
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
江
原
が
浅
野
従
兵
衛

の
も
と
を
訪
れ
、
深
津
家
や
斎
藤
道
場
　
　
．

に
行
く
よ
う
に
な

っ
た
の
は
安
政
四
年
　
　
一

（
一
八
五
七
）

一
六
歳
の
時
で
あ
る
と

さ
れ
る
。
ま
た
、
安
政
六
年
二
月
江
戸

の
火
災
に
よ
り
四
谷
愛
住
町
の
江
原
家

が
焼
失
し
た
際
に
は
、
浅
野

・
深
津
の

援
助
に
よ

っ
て
す
ぐ
に
新
築
す
る
こ
と

が
で
き
た
と

い
う

（『
江
原
素
六
先
生

伝
』
）
。

遠
山
景
元

（
一
七
九
二
～

一
八
五
五
）

は
高
五
〇
〇
石
の
旗
本
で
、
天
保

一
一

年

（
一
八
四
〇
）
か
ら

一
四
年
に
か
け

北
町
奉
行
、
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）

か
ら
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）
に
か
け

南
町
奉
行
を

つ
と
め
た
。
武
鑑
な
ど
の
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史
料
に
よ
れ
ば
、
浅
野
は
天
保

一
二
年

北
町
奉
行
遠
山
の
目
安
方
と
し
て
登
場

し
、
弘
化
二
年
に
は
南
町
奉
行
遠
山
の

公
用
人
と
な
り
、
嘉
永
五
年
遠
山
の
辞

職
と
と
も
に
辞
め
た
よ
う
で
あ
る
。
ま

さ
に
江
戸
町
本
行
時
代
の
景
元
に
仕
え

た
の
で
あ
る
。

旗
本
の
家
臣
は
、
大
名
家
と
同
様
、

本
来
は
譜
代
か
ら
成

っ
て
い
た
が
、
や

が
て
必
要
な
時
だ
け
に
雇
わ
れ
る
者
が

多
く
な

っ
た
。
家
臣
の
中
の
ト
ッ
プ
で

あ
る
用
人
は
、
主
家
の
家
政
全
般
を
任

さ
れ
、
場
合
に
よ

つ
て
は
家
老
と
称
す

ヽ

る
こ
と
も
あ

っ
た
。
領
地
で
あ
る
村
の

豪
農
が
用
人
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と

も
多
か

っ
た
ほ
か
、
専
門
知
識
を
身
に

付
け
江
戸
で
旗
木
各
家
を
渡
り
歩
く
用

人
も
い
た
。

い
ず
れ
も
臨
時
雇
用
の
用

人
は
、
解
雇
さ
れ
た
場
合
は
武
士
身
分

を
失

っ
た
。
滝
沢
馬
琴
が
旗
本
用
人
の

子
に
生
ま
れ
、
武
家
と
町
人
の
狭
間
に

生
き
た
人
で
あ

っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
る
。

町
奉
行
の
公
用
人
は
、
主
人
で
あ
る

旗
本
が
奉
行
に
就
任
し
た
際
、
主
と
と

も
に
奉
行
所
の
公
務
に
従
事
し
た
用
人

の
こ
と
で
あ
る
。
奉
行
を
補
佐

行
　
　
　
す
る
公
用
人
は
三
人
お
り
、
さ

略
　
　
　
ら
に
そ
の下
に
は
目
安
方
二
人

節
　
　
　
が
置
か
れ
た
。
公
用
人
は
、
奉

諄
　
　
　
行
所
の
用
部
屋
に
出
勤
し
、
奉

撤
前
　
　
行
の
命
令
を
与
力

・
同
心
に
伝

肛
璃
　
　
え
た
り
、
逆
に
下
か
ら
の
文
書

摯
肛

ύ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐　
‐

嘲
輸
　
　
を
取
り
次
い
だ
り
し
た
ほ
か
、

炉
鍵
　
　
訴
訟
の
際
の
呼
び
込
み
、
火
事

釧
淑
　
　
場
へ
の
出
動
の
供
な
ど
を
つと

円
臥
　
　
め
た
。
職
階
的
に
は
、
与
力
の

対

訟
　
　
下
、
同
心
の
上
に
位
置
付
け
ら

２
景
　
　
れ
た
。

永

山
　
　
　
，
‐

嘉
遠
　
　
　
浅
野
は
遠
山
家
譜
代
の
家
臣

で
は
な
く
、
臨
時
雇
い
の
家
来

ヽ

だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
．
た
だ
し
、
ど
の

よ
う
な
出
白
を
持

つ
の
か
、
あ
る
い
は

他
の
旗
本

・
奉
行
に
仕
え
た
経
歴
が
あ

っ
た
の
か
な
ど
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

公
用
人
と
し
て
は
、
「与
力
給
知
之
内
」

か
ら

一
〇
〇
石
を
給
さ
れ
た
。
他
に
役

得
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

遠
山
家
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
浅
野
は

公
用
人
を
辞
め
た
後
も
、
出
府
し
て
御

機
嫌
伺
に
参
上
し
た
り

（安
政
二
年
二

月
五
日
）
、
本
所
の
屋
敷
の
う
ち

一
間
の

拝
借
を
願
い
出
た
り

（四
月
六
日
）
、
暑

中
見
舞
に
訪
れ
た
り

（六
月

一
五
日
）

と
い
っ
た
具
合
に
旧
主
家
と
の
交
際
は

続
い
た
。
同
日
記
に
は
、
「浅
野
重
次
郎
」

「浅
野
従
次
郎
」
と
い
う
名
前
も
登
場

す
る
が
、
従
兵
衛
の
誤
り
か
、
息
子
で

あ
ろ
う
か
。

江
原
素
六
が
浅
野
家
に
出
人
り
す
る

よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
従
兵
衛
が
遠
山

家
を
辞
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
江
原

に
と

つ
て
は
祖
父
の
よ
う
な
年
齢
だ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
浅
野

家
の
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
。

江
原
が
残
し
た
史
料
の
中
に
、
「明
治
十

年
度
書
状
往
復
」
と
い
う
住
所
録
が
あ

り
、
「浅
野
る
い
」
「浅
野
徳
平
」
と
い

う
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が

従
兵
衛
の
縁
者
で
あ
る
の
か
否
か
は
わ

か
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
同
じ
住
所
録

に
は
、
遠
山
景
元
の
子
孫
で
、
静
岡
藩

で
は
浜
松

一等
勤
番
組
に
属
し
、
後
に

毎
日
新
聞
記
者
と
な

っ
た

「遠
山
景
福
」

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。

〈参
考
文
献
〉
田
中
正
弘

「旗
本
家
臣

中
村

（鹿
島
）
喜
平
治
Ｈ
記
の
翻
刻
と

解
題
」
（『
栃
木
史
学
』
第
六
号
、

一
九

九
二
年
）
、
宮
地
正
人

「幕
末
旗
本
用
人

論
」
（『
幕
末
維
新
期
の
社
会
的
政
治
史

研
究
』
、　
一
九
九
九
年
、
岩
波
書
店
）
、

岡
崎
寛
徳

「安
政
二

・
三
年
の
遠
山
金

四
郎
景
纂

・
景
彰
」
（『
大
倉
山
論
集
』

第
五
十

一
輯
、
二
〇
〇
五
年
）
、
岡
崎
寛

徳
編

『遠
山
金
四
郎
家
日
記
』
（二
〇
〇

七
年
、
岩
田
書
院
）
、
「略
譜
　
第

一
輯

之
二
」

（『
同
方
会
誌
』
二
八
、

一
九
〇

五
年
）
　

　

　

　

　

　

（樋
口
雄
彦
）
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江
原
素
六
の
命
日
を
記
念
し
て
、
今

年
も
そ
ろ
く
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
観
覧
無
料
に
な
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
来
館
下
さ
い
。

と
き
　
５
月
１８
日
０
　
１０
時
～
１５
時

内
容
　
◆

「
子
ど
も
た
ち
の
見
た
江
原

素
六
～
江
原
素
六
学
習
作
品
展
」

◆
金
岡
小
学
校
児
童
に
よ
る
寸

劇

「そ
ろ
く
物
語
」
◆
子
ど
も

の
遊
び

（竹
細
工

・
房
楊
枝
つ

く
り
体
験

◆
観
覧
会
　
１６

皿
映
画

「沼
津

兵
学
校
」
◆
も
ち
つ
き
◆
日
吉

太
鼓
◆
素
六
音
頭
◆
も
ち
と
す

い
と
ん
配
布

◆
大
浜
陣
屋
関
係
資
料

（杉
浦
弘
様
）

◆
久
須
美
祐
利
関
係
資
料

（田
中
泉
様
）

◆
大
川
通
久
関
係
資
料

（大
川
周
作
様
）

◆
中
村
清

一
関
係
資
料

（中
村
清
二
様
）

◆
宮
川
保
全
肖
像
画

（宮
川
裕
佑
様
）

◆
明
治
期
和
本

・
教
科
書
類
８
点

。
そ

の
他
俳
句

・
地
形
図

（金
子
賜
子
様
）

◆
江
原
素
六
書
幅

（木
村
昭
和
様
）
◆
典

籍
類

（望
月
克
彦
様
）
◆
昭
和
四
年
発

行
沼
津
市
勢
要
覧

（杉
山
昌
弘
様
）

◆
満
州
出
征
兵
士
遺
品
、
典
籍
類

（城

内
学
園
様
）
◆
古
文
書
等

（石
井
種
生

様
）
◆
陸
軍
鉄
製
兜

（加
藤
昇
様
）
◆
古
文

書

・
典
籍
等

（植
草
慶

一
様
）
◆
公
害

関
係
調
査
資
料

（中
嶋
勇
様
）
◆
国
民

服
儀
礼
章
等

（白
壁
喜
六
様
）
◆
絵
葉

書

（桜
井
信

一
様
）
◆
衣
料
切
符

（秋

鹿
敏
雄
様
）
◆
戦
時
中
の
書
籍
な
ど

（中

野
忠
様
）
◆
戦
時
債
券
、
航
空
徽
章

（長

倉
道
太
郎
様
）

◆
株
式
会
社
学
習
研
究
社

・
『
歴
史
群

像
』
通
巻
８４
号

・
錦
絵

「伊
庭
八
郎
」
、

写
真

「仏
式
伝
習
隊
」
（江
原
素
六
関
係

資
料
）
◆
株
式
会
社
筑
摩
書
房

。
高
橋

敏
著

『
江
戸
の
教
育
力
』
（ち
く
ま
新

書
）
。
『
論
語
余
師
』
（下
香
貫
森
田
家

文
書
）、
◆
築
地
魚
市
場
株
式
会
社

・
二

〇
〇
八
年
カ
レ
ン
ダ
ー

・
絵
葉
書

「
（沼

津
の
市
街
）
魚
河
岸
」
「沼
津
本
町
」
「沼

津
通
横
町
」
◆
碧
南
市
教
育
委
員
会

・

大
浜
陣
屋
址
公
園
情
報
板

。
「大
浜
陣
屋

ノ
図
面
」
（大
浜
陣
屋
関
係
資
料
）
◆
磐

田
市
旧
赤
松
家
記
念
館

・
パ
ン
フ
レ
ツ

ト

・
写
真

「幕
府
派
遣
オ
ラ
ン
ダ
留
学

し

生
」
◆
市
川
博
物
館
友
の
会

・
市
立
歴

史
博
物
館
友
の
会
企
画
展

「市
川
船
橋

戦
争
展
」
。
写
真

「仏
式
伝
習
隊
」
（江

原
素
六
関
係
資
料
）
◆
三
島
市
郷
土
資

料
館

・
ふ
る
さ
と
歴
史
文
学

コ
ー
ナ
ー

企
画
展

「三
島
を
巡
っ
て
～
武
田

・
北

条
。今
川
の
歴
史
～
」
・
『甲
陽
軍
鑑
』
『孫

子
』
（東
間
門
田
中
家

（西
）
文
書
）

◆
社
団
法
人
日
本
戦
災
遺
族
会

・
「戦
災

と
平
和
展
」
。
写
真

「沼
津
大
空
襲
に
よ

っ
て
焦
土
と
化
し
た
沼
津
市
街
」
◆
富

士
市
立
博
物
館

・
「天
体
に
ま
つ
わ
る
年

中
行
事
」
・
『
和
漢
三
才
図
会
』
（沼
津
文

庫
）
、
◆
沼
津
市
広
報
課

・
「広
報
ぬ
ま

づ
」
９
月
１
日
号

。
古
写
真
◆
横
浜
都

市
発
展
記
念
館

・
「写
さ
れ
た
文
明
開

化
―
横
浜

。
東
京

・
街

。
人
々
―
」
。
写

真

「大
築
尚
志
」
（フ
リ
ー
マ
ン
撮
影
）

（大
築
尚
志
関
係
文
書
）
◆
浮
島
地
区

連
合
自
治
会

・
浮
島
地
区
文
化
祭
展
示

・

沼
津
の
あ
ゆ
み
写
真
パ
ネ
ル
◆
沼
津
信

用
金
庫

・
ぬ
ま
し
ん
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ヤ

ラ
リ
ー
企
画
展

「小
田
川
全
之
展
」
。
小

田
川
全
之
関
係
資
料

。
島
田
三
郎
関
係

資
料
◆
門
池
地
区
連
合
自
治
会
、
技
能

五
輪
お
も
て
な
し
広
場
、
門
池
の
歴
史
、

雨
乞
い
の
竜
な
ど
◆
沼
津
市
商
工
振
興

課

。
技
能
五
輪
国
際
大
会
産
業
Ｐ
Ｒ
ブ

t

―
ス

・
古
写
真
◆
上
本
通
り
商
店
街
振

興
組
合

・
大
手
町
地
区
再
開
発
ビ
ル
イ

ー
ラ
ｄｅ
開
業
関
連
イ
ベ
ン
ト

・
「沼
津
市

中
心
商
店
会
社
案
内
図
」
（昭
和
２６
年
）

◆
沼
津
市
商
工
会
議
所

。
イ
ー
ラ
ｄｅ
開

業
関
連
イ
ベ
ン
ト

・
古
写
真
◆
佐
倉
市

立
美
術
館

・
佐
倉
市
郷
土
の
偉
人
パ
ネ

ル
展
示

・
写
真

「大
築
尚
志
」
（大
築
尚

志
関
係
文
書
）
◆
沼
津
市
歴
史
民
俗
資

料
館

・
沼
津

・
富
士

・
三
島
三
市
共
同

企
画
展

「遥
か
な
る
東
海
道
～
富
士

・

沼
津

。
三
島
の
記
録
」
。
「青
丘
傾
蓋
集
」

な
ど
本
町
間
宮
家
文
書
、
本
町
清
水
家

文
書
、
原
渡
辺
家

（本
陣
）
文
書
◆
板

橋
区
立
郷
土
資
料
館

。
複
製
製
作

・
高

島
茂
徳
肖
像
ガ
ラ
ス
板
写
真

（福
田
重

固
・高
島
茂
徳
関
係
資
料
）、
調
練
駒

（大

野
寛
隆
氏
寄
託
）
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